
幾何学II演習 ＃２
集合と写像

• Exercise１：R+ = {x ∈ R|x ≥ 0}、R− = {x ∈ R|x ≤ 0}とする。
x ∈ Rに対して f(x) = x2という対応を考える。fを以下のような
写像と考えた時、それぞれ 単射か、全射か調べよ。また 全単射の
ときは 逆写像を求めよ。

1. f : R → R

2. f : R → R+

3. f : R+ → R

4. f : R− → R+

• Exercise２：X = {1, 2, 3, · · · , n}とするとき次のものの数を求めよ。

1. XからXへの写像の個数。

2. XからXへの単射の個数。

3. XからXへの全射の個数。

• Exercise３：写像 f : R → Rを f(x) = x2と定める。このとき 次
の問いに答えよ。

1. A = [−1,∞)とするとき、Aの fによる像を求めよ。

2. B = [1,∞)とするとき、Bの fによる逆像を求めよ。

• Exercise４：写像 f : R2 → Rを f(x, y) = xと定める。このとき 次
の問いに答えよ。

1. fの像を求めよ。

2. B = [1, 2]とするとき、Bの fによる逆像を図示せよ。

3. C = {(x, x) ∈ R2|x ∈ R}とするとき、C の f による像を求
めよ。

• Exercise５：写像 f : X → Y、g : Y → Zについて、g ◦ fが単射な
らば fが単射であることを示せ。

• Exercise６：X = R、Y = R− {0}とする。Xから Y への全単射
を１つ作れ。
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• Exercise７：X = {平面内のすべての直線 }とする。l,m ∈ Xに対
して、lとmが平行なとき l ∼ mと定める。このとき 関係∼が同
値関係であることを示せ。

• Exercise８：平面上の全ての点の集合をXとする。また o ∈ Xを原
点として固定する。x, y ∈ Xに対して、ox = oyのとき x ∼ yと定
める。このとき 関係∼が同値関係であることを示せ。また X/ ∼
はどのような商集合になるか？

• Exercise９：Rの全ての部分集合からなる集合をXとおく。A,B ∈ X

に対して、Aから Bへの全単射があるとき、A ∼ Bと表すことに
する。このとき 関係∼が同値関係であることを示せ。
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